
AIを活用した自動運転の導入に向けたセミナー
第一回：公共交通向け（自治体、都道府県、交通事業者）

2026年8月21日 / 23日　荻島　英樹｜株式会社ティアフォー  社会実装事業推進部 プロジェクトマネージャー
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会社名 株式会社ティアフォー

本店の所在地 東京都品川区北品川1-12-10 ジャコムビル

代表者 加藤真平

設⽴ 2015年12⽉

事業内容 ⾃動運転システムおよびプラットフォーム開発

従業員数 404名（174名）※      <2026年5⽉31⽇現在>

累計資⾦調達額 391億円

資本⾦ 1億円

⼦会社 Tier IV North America（ティアフォーの事業のグローバル展開）
Human Dataware Lab.（深層学習を⽤いた⾃動運転に関する研究開発）

※当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む。臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社
からの派遣社員を含む）は、年間の平均人員を（ ）外数で記載。 

会社概要
会社紹介



TIER IV Confidential & Proprietary 4

オープンソースとティアフォーの提供価値
会社紹介

⾃動運転ソフトをゼロから開発すると、数百から数千億円、数年単位の時間がかかってしまう。しかしAutowareとTIERⅣのプロダクトを活⽤するこ
とで、圧倒的に少ないコストと期間で開発‧運⽤が可能となり、多様なプライヤーの市場参⼊を促進する。
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事業コンセプト

1

2

3

世界で最も利用実績のあるオープンソース
自動運転ソフトウェア  “Autoware”を...

ティアフォー独自のプロダクトとして
パッケージ化し、短納期かつ低コストのソ
リューションとして ...

多様な事業領域で顧客ニーズに合わせ
たサービスを提供し、自動運転を誰でも
開発・運用できる社会を作る

主要車種 /走行環境別の
テンプレートをベースとした
車載自動運転ソフトウェア

クラウドベースの自動運転
開発・運用基盤

大学/企業/研究機関等に技術
を提供し研究開発を支援

自動車OEM等に技術を提供し
自動運転開発を支援

交通事業者等にティアフォー製
の自動運転車両を提供

タクシー

バス

トラック

サービス多様な事業領域

オフロード

ヤード

自家用車

×

Autowareと適合性のある
自動運転主要ハードウェ
アコンポーネント

“自動運転の民主化 ”

会社紹介
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牽引車両

スラブキャリア

バスダンプトラック

高速トラック

タクシー

自家用車

物流向け開発 旅客向け開発

プロジェクト事例
会社紹介

シャトル
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会社紹介

全国各地での実証‧実装
これまで全40都道府県‧108市区町村で実証‧実装を進めており、今年度は35箇所程度に絞り実装に向けた本格的な準備を進めている状況。

東京
新宿区
港区
狛江
羽田イノベーションシティ

新潟 
佐渡

秋田

愛知
モリコロパーク
常滑
名古屋

神奈川
川崎
相模原
平塚

長野
塩尻

石川
小松

富山

岐阜鳥取 京都

奈良

静岡

三重

千葉 
横芝光
成田空港

茨城

岩手

福岡

岡山

福島

埼玉

全国での実証実験

39
都道府県

127
市区町村

2016年以降、⽇本全国100を超える地域で
⾃動運転の実証実験を実施してきました。

これらの知⾒を活かして⾃動運転移動
サービスの事業化を推進し、運転⼿不⾜な
ど地域の交通課題の解決を⽬指します。

沖縄
豊見城

北海道
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⾃動運転の仕組み

0２
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⾃動運転EVバス：Minibus
⾃動運転の仕組み

⾞両提供 ティアフォー
※BYD社製バス⾞両を⾃動運転化

⾞両サイズ（ベース⾞両） ⾞⻑×⾞幅×⾞⾼

7,190×2,320×3,050mm

⾞両定員 28名（⾃動運転時乗⾞：16名）

センシングデバイス LiDAR、カメラ、Radar、GNSS、
IMU

⾃動運転ソフトウェア Autoware

⾞両速度 70km/h（⾃動運転時：35km/h）

充電時間 約2時間
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⾃動⾛⾏の仕組み ⾃⼰位置推定
⾃動運転の仕組み

事前に作成した3D地図

⾞両の各種センサーによる検知

２つを⽐べる事で⾃⼰位置推定を⾏いながら
指定されたルートを⾛⾏する

＋



03
L4(レベル4)認可について
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レベル4とは？
一定の条件下（ODD内）で自動運転できる状態　をレベル 4と定義

転載元：  国土交通省_自動運転を巡る動きについて　

アクセル‧ブレーキ操作またはハンドル操作のどちらかが、部分
的に⾃動化された状態

アクセル‧ブレーキ操作およびハンドル操作の両⽅が、部分的に
⾃動化された状態

特定の⾛⾏環境条件を満たす限定された領域において、⾃動運⾏
装置が運転操作の全部を代替する状態
ただし⾃動運⾏装置の作動中、⾃動運⾏装置が正常に作動しないおそれがある場合に
おいては、運転操作を促す警報が発せられるので、適切に応答しなければならない。

特定の⾛⾏環境条件を満たす限定された領域において、⾃動運 ⾏
装置が運転操作の全部を代替する状態

自動運行装置が運転操作の全部を代替する状態
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レベル4運⾏を必要な許認可

⾛⾏環境条件付与（認可）

申請先：国⼟交通省
法律：道路運送⾞両法

（概要）
特定の⾛⾏環境の中でその⾃
動運⾏装置が保安基準48条に
適合するか

特定⾃動運⾏（許可）

申請先：警察（公安委員会）
法律：道路交通法

（概要）
認可された条件の範囲内で、
安全に運⾏し、異常時にも適
切に対応できる体制になって
いるか

⾞両のナンバー‧⾞検証 免許‧営業許可

⽩ナンバーでL4運⾏可能

⼀般旅客⾃動⾞運送事業

申請先：国⼟交通省
法律：道路運送法

（概要）
有償の交通サービスとして営
業してよいか

有償運⾏する場合

緑ナンバーでL4運⾏可能

特定整備

申請先：運輸⽀局（国交省）
法律：道路運送⾞両法

（概要）
レベル4⾃動運転⾞両の場
合、特定整備（⾃動運⾏装置
を含む）の認証を受ける必要
がある

整備資格

レベル4の運⾏をする上で必要な3つの許認可

L4認可について

⾞両としての認可と、それを運⾏する許可が必要。
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⼿続きフロー

国交省
物流‧⾃動⾞局

国交省
各地域の運輸局

警察
（各都道府県）

公安委員会

国交省
各地域の運輸⽀局

国交省
相談開始

国交省
単独決裁

公道⾛⾏WG
（開催回数は未定）

⾛⾏環境条件付与
申請

認可取得

特定整備
申請

特定⾃動運⾏
相談開始

特定⾃動運⾏
申請開始

許可取得

これまで必ず公道⾛⾏WGが開催されていたが、今後
は必ず開催されない可能性も
※国交省が有識者による⾒解が不要と判断されれば
（今後はそのような運⽤にしていく⾒込）

審査開始から承認まで約1カ⽉
国交省の承認をもって、運輸局での審査開始。
T4はこれまで北陸信越運輸局（塩尻‧⼩松）と関東
運輸局（富⼠吉⽥）のみ（Minibus）
それ以外の運輸局では、時間かかる可能性も
運輸局⼀覧

フロー図 補⾜

関連資料
どの整備⼯場で特定整備を申請するか
整備⼯場はBYD‧T4とNDA締結しているか
整備レクチャー実施しておく
T4‧BYD双⽅から技術情報証明書を発⾏
⾛⾏環境条件付与書と合わせて運輸⽀局に提出

各都道府県の公安委員会による許可が必要。
半年くらい余裕をもって、特定⾃動運⾏実施の事前
相談を⾏っておく。
特定⾃動運⾏実施時の各社役割の整理はしておく。

L4認可について

http://#
http://#
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Thanks!

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#

